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解
題　

京
都
市
歴
史
資
料
館
所
蔵 

燈
心
文
庫
本
東
大
寺
文
書

横
内　

裕
人

　

本
報
告
書
は
、
京
都
市
歴
史
資
料
館
に
保
管
さ
れ
る
燈
心
文
庫
の
東
大
寺
文
書
に
つ
い

て
、写
真
と
翻
刻
で
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。
燈
心
文
庫
は
、林
屋
辰
三
郎
氏
（
一
九
一
四

～
一
九
九
八
）
が
蒐
集
し
た
古
文
書
・
典
籍
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
史
料
で
、
京
都
市
歴
史
資

料
館
に
寄
託
さ
れ
て
き
た
が
、
平
成
十
一
年
に
京
都
市
に
寄
贈
さ
れ
同
館
に
保
管
さ
れ
て

い
る
。
古
代
か
ら
近
世
に
い
た
る
古
文
書
の
優
品
が
架
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て

お
り
、著
名
な
も
の
に
文
安
二
年
（
一
四
四
五
）
に
作
成
さ
れ
た
「
兵
庫
北
関
入
船
納
帳
」

（
以
下
「
納
帳
」）
が
あ
る
。「
納
帳
」
は
、
室
町
時
代
の
瀬
戸
内
海
交
易
・
物
流
を
記
し

た
第
一
級
史
料
と
し
て
研
究
に
利
用
さ
れ
、
平
成
二
十
年
に
国
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ

た
（
ⅰ
）。
当
時
文
化
庁
に
在
籍
し
て
い
た
横
内
は
、「
納
帳
」
の
指
定
調
査
に
携
わ
る
中

で
、
本
来
「
納
帳
」
と
一
体
の
も
の
と
し
て
伝
来
し
た
東
大
寺
文
書
の
ま
と
ま
り
を
調
査

す
る
機
会
を
与
え
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
、
東
大
寺
文
書
は
合
計
82
通
で
ほ
ぼ
す
べ
て
が
中

世
文
書
で
あ
り
、
か
つ
兵
庫
北
関
関
係
史
料
や
法
会
の
請
定
を
含
む
貴
重
な
内
容
で
あ
る

こ
と
が
判
明
し
た
。
横
内
は
文
書
の
翻
刻
を
進
め
て
き
た
が
、
京
都
府
立
大
学
に
赴
任
し

て
以
降
も
作
業
を
継
続
し
、
三
輪
眞
嗣
・
泰
地
翔
大
の
両
名
と
と
も
に
校
訂
・
原
本
調
査

を
進
め
て
き
た
。

　

さ
て
、
本
文
書
群
は
、
昭
和
三
十
九
年
に
林
屋
氏
が
京
都
市
古
書
店
に
て
発
見
し
購
入

し
た
中
世
文
書
群
で
あ
る
。
時
代
別
に
内
訳
を
み
る
と
、
平
安
時
代
１
通
、
鎌
倉
時
代
３６

通
、
南
北
朝
時
代
１８
通
、
室
町
時
代
２６
通
、
江
戸
時
代
１
通
が
あ
り
、
中
世
を
通
じ
て
残

存
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
一
部
は
、
京
都
市
歴
史
資
料
館
の
図
録
等
で
写
真
・
翻
刻
が
紹

介
さ
れ
て
い
る
が
（
ⅱ
）、
多
く
は
未
紹
介
で
あ
る
。

　

特
徴
的
な
も
の
に
触
れ
て
お
く
。
文
書
群
中
最
古
の
大
治
五
年
筑
前
国
留
守
所
牒
案

（
1
）
は
観
世
音
寺
領
筑
前
国
船
越
庄
に
関
す
る
も
の
で
、
東
大
寺
所
蔵
文
書
に
関
連
文

書
が
あ
る
（
ⅲ
）。「
納
帳
」
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
、
兵
庫
関
務
関
係
（
応
長
元
年
の

２６
、
嘉
暦
元
年
の
２９
、
正
慶
元
年
の
３４
、
文
安
四
年
の
７５
）、
堺
浦
（
永
和
二
年
の
５３
、

５４
）
が
あ
る
。
ま
た
東
大
寺
衆
徒
が
作
成
し
た
惣
寺
の
訴
訟
に
関
す
る
も
の
（
３７
、
４４
）

や
惣
寺
宛
と
み
ら
れ
る
元
興
寺
僧
団
の
評
定
事
書
（
３９
）
が
あ
る
。
７６
の
享
徳
四
年
二
月

日
の
壁
書
（
前
欠
）
は
、
東
大
寺
未
成
巻
文
書
二
―
四
「
油
倉
中
間
下
部
壁
書
」
と
接
続

す
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

ま
た
本
文
書
群
の
最
大
の
特
徴
は
、
東
大
寺
寺
内
各
種
法
会
の
請
定
が
残
さ
れ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
（
ⅳ
）。
寛
喜
三
年
五
月
の
大
仏
殿
で
の
臨
時
祈
雨
法
会
（
４
・５
。
３
も
関

連
文
書
）
を
は
じ
め
、
い
わ
ゆ
る
十
二
大
会
や
諸
堂
の
臨
時
法
会
の
請
定
が
合
計
62
通
あ

る
。
十
二
大
会
は
法
華
堂
千
花
会
（
１２
）・
戒
壇
院
梵
網
会
（
１４
）・
大
仏
殿
華
厳
会
（
２８
）・

解
除
会
（
５１
・
７３
）
が
あ
る
。
大
仏
殿
で
は
大
般
若
経
供
養
（
１８
・
４８
）・
両
界
供
養
法

（
７９
）
の
ほ
か
、
修
正
会
の
請
定
（
１６
・
２３
・
３０
・
３３
・
５９
・
６０
・
６３
・
６５
・
６６
・
６７
・

６８
・
７１
）・
役
人
差
定
（
５７
・
５８
・
６２
・
６４
）
が
ま
と
ま
っ
て
い
る
。
修
正
会
請
定
は
、

永
仁
四
年
（
１６
）
か
ら
応
永
三
十
年
（
７１
）
ま
で
長
期
に
亘
っ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
八
幡

宮
で
の
大
般
若
経
（
１５
・
１９
・
２０
・
２１
・
２２
）・
仁
王
経
（
３１
・
３２
・
７２
・
７４
）・
経
供
養

（
４５
・
４６
・
４７
）・
尊
勝
陀
羅
尼
供
養
（
５０
・
５２
）・
新
最
勝
講
（
77
）・
理
趣
三
昧
経
（
７８
）、

転
害
会
（
５５
・
６９
・
８０
）
な
ど
が
あ
る
。
さ
ら
に
鎌
倉
期
の
戒
壇
院
造
営
供
養
の
請
定
が

あ
り
、
宗
性
・
聖
守
・
円
照
に
よ
る
戒
壇
院
興
隆
事
業
を
跡
づ
け
る
う
え
で
貴
重
で
あ
る

（
７
、８
）。
こ
れ
ら
の
請
定
は
、
法
会
の
参
加
僧
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
請
定
の

古
文
書
学
的
様
式
や
機
能
に
つ
い
て
も
新
た
な
知
見
を
与
え
て
く
れ
る
（
ⅴ
）。

　

最
後
に
こ
の
文
書
群
の
性
格
に
触
れ
て
お
き
た
い
。
上
記
の
請
定
の
ほ
と
ん
ど
は
、
学

侶
の
代
表
者
た
る
年
預
五
師
の
発
給
に
な
る
。
つ
ま
り
こ
の
文
書
群
は
学
侶
が
作
成
し
保
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管
し
た
文
書
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。
鎌
倉
時
代
後
期
に
は
年
預
五
師
が
学
侶
方
文
書

の
出
納
・
管
理
を
し
、
年
度
毎
に
新
規
収
納
さ
れ
た
文
書
の
目
録
（
勘
渡
帳
）
を
作
成
し

て
次
期
年
預
に
引
き
継
い
だ
。
ち
な
み
に
嘉
暦
二
年
の
勘
渡
帳
（
成
巻
文
書
七
〇
八
）
を

引
用
す
る
と
、

　
　

勘
渡

　
　
　
　
　

嘉
暦
二
年
二
月
廿
五
日
年
預
五
師
円
英
勘
渡
五
師
頼
昭

　

傍
線
部
の
請
定
や
差
定
の
法
会
は
、
発
給
年
度
こ
そ
異
な
る
が
、
燈
心
文
庫
本
東
大
寺

文
書
の
年
預
五
師
発
給
請
定
と
重
な
っ
て
い
る
。
ま
た
傍
線
（
ア
）
の
、「
目
銭
年
記
延

引
事
、
綸
旨
案
二
通
并
万
里
小
路
大
納
言
奉
書
」
は
、
２９
神
崎
・
渡
部
・
兵
庫
津
商
船
目

銭
具
書
案
の
万
里
小
路
宣
房
奉
書
写
と
後
醍
醐
天
皇
綸
旨
写
（
後
欠
）
と
内
容
が
一
致
す

る
と
思
わ
れ
る
。
２９
は
相
論
の
具
書
す
な
わ
ち
写
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
親
本
こ
そ
が
傍
線

（
ア
）
の
綸
旨
案
2
通
と
万
里
小
路
宣
房
奉
書
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
２９
は
年
預

五
師
保
管
文
書
の
写
で
あ
り
、
年
預
五
師
が
作
成
・
保
管
し
た
文
書
で
あ
っ
た
可
能
性
が

高
い
。
以
上
か
ら
、
燈
心
文
庫
本
東
大
寺
文
書
は
、
年
預
五
師
保
管
の
学
侶
方
文
書
の
ま

と
ま
り
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
は
、「
納
帳
」
の
伝
来

過
程
に
つ
い
て
も
示
唆
を
与
え
る
。
以
上
の
様
に
燈
心
文
庫
本
東
大
寺
文
書
は
、
群
と
し

て
ま
と
ま
っ
た
古
文
書
と
し
て
重
要
で
あ
る
。

　

な
お
鎌
倉
時
代
ま
で
の
発
給
文
書
全
点
と
南
北
朝
・
室
町
時
代
の
特
徴
的
な
文
書
の
写

真
を
巻
末
に
掲
載
し
た
（
ⅵ
）。
個
々
の
文
書
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
燈
心
文
庫
本
以
外

　
　

一　

華
厳
会
請
定

　
　

一　

八
幡
宮
大
般
若
供
養
請
定
同
造
花
差
定

　
　

一　

仏
生
会
請
定

　
　

一　

夏
講
七
僧
請
定

　
　

一　

御
斎
会
請
定
同
七
僧
請
定　
　
　
　
　

　
　

一　

幸
芸
得
業
大
般
若
請
定

　
　

一　

解
除
会
請
定
同
執
行
請
文

　
　

一　

妓
楽
会
請
定
同
七
僧
請
定

　
　

一　

三
通
臨
時
祈
祷
請
定

　
　

一　

浴
像
経
七
僧
請
定

　
　

一　

大
仏
殿
修
正
頭
人
差
定
同
造
花
頭
差
定

　
　

一　

大
仁
王
会
請
定　

同
心
経
会
七
僧
請
定

　
　

一　

大
仏
殿
修
正
出
仕
東
西
交
名　

同
初
・
後
導
師
請
定

　
　
（
中
略
）

　
　
（
ア
）
一　

目
銭
年
記
延
引
事
、
綸
旨
案
二
通
并
万
里
小
路
大
納
言
奉
書

　
　

一　

綸
旨
案　

大
勧
進
職
事

　
　

一　

大
勧
進
俊
海
上
人
状
目
銭
事

　
　
（
中
略
）

　
　

一　

万
灯
会
十
二
導
師
請
定

　
　

�

右
、
自
正
中
三
年
二
月
廿
五
日
至
今
年
当
月
、
沙
汰
分
如
斯
、
古
文
書
等
、
任
先
々

勘
渡
帳
畢
矣
、

　
　
　
　

嘉
暦
二
年
二
月
廿
五
日　
　
　
　

年
預
五
師
円
英
（
花
押
）
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の
関
連
文
書
と
合
わ
せ
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
な
る
歴
史
的
事
実
の
解
明
が
な
さ

れ
る
で
あ
ろ
う
。
今
後
の
研
究
に
期
待
し
た
い
。

　

調
査
に
当
た
っ
て
は
、
京
都
市
歴
史
資
料
館
宇
野
日
出
男
氏
・
松
中
博
氏
に
ご
配
慮
を

賜
っ
た
。
謹
ん
で
謝
意
を
申
し
上
げ
た
い
。
な
お
本
研
究
は
、
二
〇
一
八
年
度
～

二
〇
二
三
年
度
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
（
Ｂ
）「
南
都
の
未
整
理
文
書
聖
教
に
も
と
づ
く

寺
社
と
そ
の
周
辺
社
会
の
調
査
研
究
」（
研
究
代
表
：
吉
川
聡
）
の
成
果
に
よ
る
も
の
で

あ
る
。

注（
ⅰ
）
林
屋
辰
三
郎
編
『
兵
庫
北
関
入
船
納
帳
』（
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
八
一
年
）
に
全

文
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。

（
ⅱ
）『
寄
託
品
特
別
展
・
燈
心
文
庫
の
史
料
Ⅰ　

利
休
と
秀
吉
の
周
辺
』（
京
都
市
歴
史
資
料
館
、

一
九
八
九
年
）、『
寄
託
品
特
別
展
・
燈
心
文
庫
の
史
料
Ⅲ　

文
書
の
流
転
と
保
護
』（
京
都
市

歴
史
資
料
館
、
一
九
九
一
年
）
に
掲
載
。
兵
庫
北
関
関
係
に
つ
い
て
は
、『
兵
庫
県
史
史
料
編

中
世
5
』（
兵
庫
県
、
一
九
八
九
年
）「
四 

摂
津
国
兵
庫
関
」
に
翻
刻
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
ⅲ
）
天
承
元
年
二
月
十
四
日
筑
前
国
司
下
文
案
（
未
成
巻
文
書
一
部
一
六
―
一
四
）
な
ど
。

（
ⅳ
）
現
在
東
大
寺
に
は
、
未
成
巻
文
書
第
三
部
第
四
（
請
文
）・
第
三
部
第
九
（
請
定
・
着
到
状
）

や
成
巻
文
書
の
な
か
に
、
請
定
が
か
な
り
の
数
が
ま
と
ま
っ
て
残
っ
て
い
る
。
だ
が
、
そ
の
中

で
は
延
応
元
年
（
一
二
三
九
）
の
十
六
会
講
講
師
問
者
請
定
（
成
巻
文
書
九
三
〇
）
が
最
古
で
、

こ
れ
に
続
く
の
が
弘
安
元
年
（
一
二
七
八
）
の
大
仏
殿
臨
時
祈
祷
般
若
心
経
衆
請
定
（
未
成
巻

文
書
三
部
九
―
一
七
七
）で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、燈
心
文
庫
本
に
は
、寛
喜
三
年（
一
二
三
一
）

（
４
・５
）、
建
長
元
年
（
一
二
四
九
）（
７
）、
文
永
六
年
（
一
二
六
九
）（
８
）、
弘
安
元
年
（
９
・

１０
）
な
ど
鎌
倉
時
代
中
期
の
請
定
が
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、
貴
重
で
あ
る
。

（
ⅴ
）
請
定
に
は
、
墨
書
の
合
点
の
外
、
角
筆
の
合
点
が
確
認
で
き
る
（
翻
刻
篇
で
注
記
し
た
）。

ま
た
袖
と
奥
に
掲
示
の
際
に
竹
針
を
縫
い
付
け
た
孔
が
確
認
で
き
る
。
横
内
裕
人
「
東
大
寺
大

仏
殿
修
正
会
張
文
の
形
態
と
機
能
―
請
定
・
交
名
に
あ
い
た
裂
穴
―
」（
湯
山
賢
一
編
『
古
文

書
料
紙
論
叢
』、
勉
成
出
版
、
二
〇
一
七
年
）
を
参
照
。

（
ⅵ
）
燈
心
文
庫
本
東
大
寺
文
書
は
、近
年
、修
理
が
施
さ
れ
た
。
写
真
篇
に
掲
載
し
た
写
真
は
、

修
理
前
の
も
の
で
あ
る
。



－ 　－ － 　－108

京都府立大学文化遺産叢書　第31号

京都市歴史資料館所蔵
燈心文庫本東大寺文書調査報告書

2018～2023年度科学研究費基盤研究（B）
「南都の未整理文書聖教にもとづく寺社とその周辺社会の調査研究」

研究成果報告書（領域番号18H00717 研究代表吉川聡）

編　集　横内裕人（責任編集）・三輪眞嗣・泰地翔大
発　行　京都府立大学文学部歴史学科
　　　　606－8522　京都市左京区下鴨半木町1－5
発行日　2024年3月30日
印刷所　共同精版印刷株式会社

表紙の解説
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（表）（裏）

１　大仏殿修正会造花頭差定（文書番号57号）

２　大仏殿修正会請定会請定（文書番号15号）

３　光厳天皇綸旨（文書番号36号）

４　東大寺大仏殿修正会と盧舎那大仏
　　（2023年1月7日　撮影横内裕人）

５　印蔵（東大寺本坊経庫　奈良時代、重要文化財、撮影横内裕人）




